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建
設
経
済
常
任
委
員
会
は
、

六
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
、
現

地
視
察
の
後
、
議
案
三
件
、
陳

情
二
件
を
審
査
し
た
。
そ
の
結

果
、
議
案
は
す
べ
て
可
決
す
べ

き
も
の
、
陳
情
は
一
件
が
趣
旨

了
承
、
一
件
が
趣
旨
不
了
承
と

決
定
し
た
。
ま
た
、
①
「
い
ず

み
野
線
延
伸
の
実
現
に
向
け
た

検
討
会
」
に
お
け
る
検
討
結
果

②
（
仮
称
）
湘
南
広
域
産
業
振

興
戦
略
（
素
案
）
③
藤
沢
市
有

機
質
資
源
再
生
セ
ン
タ
ー
の
運

営
状
況
等
―
―
以
上
三
件
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
た
。

〇
「
い
ず
み
野
線
延
伸
の
実
現

に
向
け
た
検
討
会
」
に
お
け
る

検
討
結
果
に
つ
い
て

　
〈
市
の
説
明
〉

　

平
成
二
十
二
年
六
月
に
、
神

要
件
と
の
関
係
及
び
延
伸
の
た

め
に
ク
リ
ア
す
べ
き
大
き
な
課

題
を
整
理
し
た
上
で
、
鉄
道
と

Ｌ
Ｒ
Ｔ（
次
世
代
型
路
面
電
車
）

の
比
較
検
討
を
行
っ
た
。

　

鉄
道
は
、
沿
線
地
域
の
将
来

的
な
発
展
や
活
力
維
持
に
効
果

的
で
あ
り
、
移
動
時
間
の
短
縮

が
図
ら
れ
る
速
達
性
及
び
広
域

ア
ク
セ
ス
性
に
す
ぐ
れ
、
都
市

間
連
携
強
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
こ
と
な
ど
の
点
が
す
ぐ
れ
て

い
る
。

　

一
方
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
で
は
、
延
伸

の
た
め
に
ク
リ
ア
す
べ
き
大
き

な
課
題
と
し
て
、
本
市
な
ど
が

出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
設

立
や
運
行
事
業
者
の
確
保
が
必

要
と
な
り
、
ま
た
、
相
模
鉄
道

が
保
有
す
る
既
存
鉄
道
事
業
許

可
と
の
整
合
を
図
る
必
要
性
が

生
じ
る
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
を
総
合
的
に

判
断
し
た
結
果
、
単
線
の
鉄
道

を
選
定
し
た
。

　

ル
ー
ト
や
構
造
等
に
つ
い
て

は
、
湘
南
台
駅
か
ら
慶
應
義
塾

大
学
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
付

近
ま
で
の
約
三
・
三
㌔
㍍
に
新

た
に
二
駅
を
設
置
し
、
相
模
鉄

道
湘
南
台
駅
か
ら
引
地
川
を
く

ぐ
り
、
地
上
に
出
て
高
架
で
の

走
行
を
考
え
て
い
る
。
運
行
計

画
は
、
定
員
を
十
両
編
成
で
千

四
百
人
、
表
定
速
度
は
時
速
約

四
十
㌔
㍍
、
所
要
時
間
は
片
道

五
分
、
運
行
本
数
は
ピ
ー
ク
時

に
一
時
間
当
た
り
五
本
、
そ
の

と
き
の
輸
送
能
力
は
七
千
人
を

想
定
し
て
い
る
。

　

整
備
効
果
に
つ
い
て
は
、
慶

應
義
塾
大
学
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン

パ
ス
付
近
の
駅
か
ら
渋
谷
駅
ま

で
の
乗
り
換
え
が
な
く
な
り
、

所
要
時
間
も
二
十
九
分
短
縮
さ

れ
五
十
六
分
と
な
る
。

　

事
業
採
算
性
の
検
討
に
お
け

る
前
提
条
件
と
し
て
、
利
用
者

数
は
約
二
万
五
千
八
百
人
と
推

計
し
、
概
算
建
設
費
は
約
四
百

三
十
六
億
円
と
試
算
し
て
い
る
。

　

整
備
手
法
は
、
都
市
鉄
道
利

便
増
進
事
業
の
適
用
を
想
定
し
、

　

災
害
対
策
等
特
別
委
員
会
は
、

五
月
二
十
五
日
と
七
月
七
日
に

開
催
さ
れ
た
。

　

五
月
二
十
五
日
の
委
員
会
で

は
、
大
清
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
実
施
さ
れ
た
水
防
訓
練

を
視
察
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
集
中
豪
雨
及

び
台
風
な
ど
に
備
え
、
発
災
時

に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る

た
め
の
訓
練
を
行
い
、
水
防
技

進
ん
で
き
た
」
と
い
う
想
定
の

も
と
に
、
①
低
地
浸
水
防
御
訓

練
②
内
水
排
除
訓
練
③
河
川
氾

濫
防
止
訓
練
④
人
命
救
出
訓
練

が
行
わ
れ
た
。

　

午
後
二
時
の
現
地
指
揮
本
部

設
置
訓
練
か
ら
始
ま
り
、
低
地

浸
水
防
御
訓
練
に
お
け
る
土
の

う
作
成
訓
練
で
は
、
所
定
の
土

砂
集
積
所
で
約
二
千
袋
の
土
の

う
を
作
成
し
た
。

　

内
水
排
除
訓
練
で
は
、
排
水

ポ
ン
プ
操
作
訓
練
と
照
明
用
装

置
操
作
訓
練
が
行
わ
れ
、
河
川

氾
濫
防
止
訓
練
で
は
、
消
防
団

員
や
建
設
業
協
会
員
ら
が
参
加

し
、
決
壊
の
危
険
が
あ
る
と
の

想
定
の
も
と
堰え

ん
堤て

い
に
栗
石
袋
及

び
土
の
う
を
設
置
す
る
訓
練
を

実
施
し
た
。
人
命
救
出
訓
練
で

は
、
消
防
団
員
ら
に
よ
り
ア
ル

ミ
ボ
ー
ト
を
組
み
立
て
る
な
ど
、

各
訓
練
と
も
指
揮
本
部
の
指
示

鉄
道
整
備
主
体
と
、
運
行
事
業

者
と
を
分
け
る
上
下
分
離
方
式

を
前
提
と
す
る
。建
設
資
金
は
、

国
と
地
方
自
治
体
が
三
分
の
一

ず
つ
を
補
助
し
、
鉄
道
整
備
主

体
が
施
設
整
備
を
行
う
。

　

事
業
採
算
性
の
検
討
結
果
で

は
、
運
行
事
業
者
の
収
支
は
単

年
度
で
黒
字
に
な
る
と
試
算
し

て
お
り
、
鉄
道
整
備
主
体
の
事

業
採
算
性
に
つ
い
て
も
、
建
設

費
や
運
行
経
費
の
圧
縮
、
無
利

子
資
金
の
調
達
等
の
方
策
を
最

大
限
活
用
で
き
れ
ば
、
累
積
損

益
が
三
十
年
以
内
に
黒
字
化
し
、

採
算
性
確
保
の
見
込
み
が
立
つ

と
確
認
し
て
い
る
。

　

延
伸
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
と
課
題
は
、
①
交
通
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
向
け
、
鉄
道
整

備
主
体
や
運
行
事
業
者
等
関
係

者
間
の
調
整
及
び
合
意
形
成
、

運
行
計
画
・
建
設
費
・
運
行
経

費
の
具
体
的
検
討
な
ど
を
行
う

②
沿
線
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

向
け
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再

編
の
検
討
、
地
域
や
産
学
公
連

携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
検
討

な
ど
を
行
う
―
― 

以
上
の
二
点

と
し
て
整
理
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
検
討
会
の
四
者
が

中
心
と
な
り
こ
れ
ら
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

術
の
向
上
と
水
防
態
勢
の
整
備

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
、
市
職
員
・
消
防
団
員
・

建
設
業
協
会
員
等
合
計
三
百
七

十
三
人
が
参
加
し
た
。

　
「
梅
雨
前
線
が
日
本
の
太
平

洋
沿
岸
付
近
に
停
滞
し
、
東
に

移
動
し
て
き
た
低
気
圧
が
こ
の

梅
雨
前
線
を
刺
激
し
て
、
前
夜

か
ら
降
り
だ
し
た
雨
は
一
段
と

強
く
な
り
、
低
地
で
の
浸
水
が

の
も
と
順
調
に
行
わ
れ
た
。

　

七
月
七
日
の
委
員
会
で
は
、

総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

津
波
対
策
避
難
訓
練
を
視
察
し

た
。　

　

こ
の
訓
練
は
、
地
震
発
生
時

の
津
波
対
策
の
た
め
住
民
及
び

海
水
浴
客
の
避
難
行
動
に
焦
点

を
当
て
、
職
員
の
非
常
参
集
・

市
民
の
津
波
避
難
活
動
・
海
水

浴
客
な
ど
の
避
難
誘
導
の
実
践

的
な
訓
練
を
通
し
て
、
津
波
の

被
害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　
「
房
総
か
ら
相
模
湾
沖
を
震

源
と
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八

・
五
の
大
地
震
が
発
生
し
、
そ

れ
に
伴
い
気
象
庁
は
相
模
湾
・

三
浦
半
島
に
大
津
波
警
報
を
発

令
、
津
波
の
第
一
波
は
十
分
後

に
本
市
に
到
達
す
る
」
と
い
う

想
定
の
も
と
に
、
①
津
波
情
報

伝
達
訓
練
②
災
害
対
策
本
部
・

　

藤
沢
都
心
部
再
生
・
公
共
施

設
再
整
備
特
別
委
員
会
は
、
六

月
八
日
に
開
催
さ
れ
、
藤
沢
都

心
部
再
生
及
び
公
共
施
設
の
再

整
備
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

　

こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、
新

庁
舎
建
設
の
考
え
方
に
つ
い
て

審
査
を
行
っ
た
。

〇
新
庁
舎
建
設
の
考
え
方
に
つ

い
て

　
〈
市
の
説
明
〉

　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、

本
年
二
月
に
「
市
庁
舎
等
再
整

備
の
事
業
手
法
等
に
関
す
る
民

間
ア
イ
デ
ア
募
集
」
を
取
り
や

め
、
従
来
型
の
整
備
で
早
急
に

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

既
存
庁
舎
の
本
館
は
築
六
十

年
、
東
館
は
築
五
十
年
を
迎
え

て
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
耐

震
性
の
問
題
か
ら
現
在
は
仮
庁

舎
へ
移
転
し
て
い
る
。
第
一
庁

舎
等
も
別
棟
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

庁
舎
の
機
能
が
分
散
化
し
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　

新
庁
舎
建
設
敷
地
の
面
積
は
、

現
在
本
館
、
東
館
等
が
建
っ
て

い
る
約
一
万
平
方
㍍
で
あ
り
、

建
て
か
え
対
象
建
物
は
本
館
・

東
館
・
第
一
庁
舎
・
第
二
庁
舎 

 

・
職
員
会
館
等
で
、
延
べ
床
面

積
の
合
計
は
約
一
万
三
千
三
百

平
方
㍍
で
あ
る
。
今
後
の
庁
内

検
討
及
び
基
本
構
想
の
策
定
に

お
い
て
、
市
民
利
用
の
た
め
の

多
目
的
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
や
、

現
庁
舎
の
狭き

ょ
う

隘あ
い

部
分
の
改
善
を

考
慮
し
た
規
模
を
検
討
し
て
い

く
。

　

新
庁
舎
建
設
の
方
向
性
に
つ

い
て
は
、
新
館
を
そ
の
ま
ま
使

用
し
て
い
く
方
法
と
、
新
館
機

能
も
新
庁
舎
に
集
約
す
る
方
法

の
二
通
り
の
方
法
を
想
定
し
て

い
る
。
前
者
は
、
新
庁
舎
の
配

置
を
考
慮
す
る
こ
と
で
将
来
の

新
館
の
建
て
か
え
敷
地
を
確
保

で
き
、
仮
庁
舎
の
対
応
も
第
二

庁
舎
等
に
と
ど
ま
る
が
、
新
館

の
大
規
模
修
繕
が
必
要
と
な
る
。

後
者
は
、
本
庁
舎
機
能
を
す
べ

て
集
約
す
る
こ
と
で
利
用
し
や

す
い
庁
舎
と
な
る
が
、
建
設
費

が
高
額
と
な
り
、
敷
地
全
体
に

建
物
が
建
つ
配
置
計
画
に
な
る

と
と
も
に
、
第
一
庁
舎
、
第
二

庁
舎
等
の
既
存
建
物
す
べ
て
の

仮
庁
舎
対
応
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
を
総
合
的
に
判
断
す
る

と
、
前
者
の
新
館
を
そ
の
ま
ま

使
用
し
新
庁
舎
を
建
設
す
る
計

画
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

津
波
対
策
現
地
指
揮
所
設
置
訓

練
③
津
波
警
戒
広
報
・
避
難
誘

導
訓
練
④
津
波
避
難
訓
練
（
片

瀬
東
浜
・
片
瀬
西
浜
・
辻
堂
海

岸
の
利
用
者
及
び
片
瀬
・
辻
堂
・ 　

こ
の
場
合
、
現
時
点
で
考
え

ら
れ
る
最
短
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
庁
内
検
討
を
経
て
新
庁
舎

建
設
工
事
を
行
い
、
既
存
庁
舎

を
解
体
す
る
ま
で
六
カ
年
で
あ

り
、
今
年
度
内
に
現
庁
舎
の
現

状
や
問
題
点
の
把
握
を
行
い
、

導
入
す
る
機
能
、
規
模
及
び
建

設
費
等
を
ま
と
め
た
基
本
構
想

を
策
定
す
る
。

　

新
庁
舎
建
設
の
工
事
期
間
は

約
二
カ
年
と
考
え
て
い
る
が
、

基
本
構
想
か
ら
基
本
設
計
の
期

間
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や

市
民
と
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
実
施
し
、
市
民
の
意
見
や

要
望
を
可
能
な
限
り
計
画
内
容

に
反
映
し
て
い
く
。

　

行
政
改
革
等
特
別
委
員
会
は
、

五
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
・
審
査
の
報

告
書
を
作
成
し
、
委
員
会
と
し

て
の
審
査
を
終
了
し
た
。

鵠
沼
地
区
の
住
民
に
よ
る
避
難

訓
練
）
⑤
避
難
施
設
開
設
訓
練

⑥
災
害
対
策
本
部
運
営
訓
練
⑦

情
報
受
伝
達
訓
練
―
―
以
上
の

訓
練
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。

奈
川
県
、
慶
應
義
塾
大
学
、
相

模
鉄
道
株
式
会
社
及
び
本
市
が

「
い
ず
み
野
線
延
伸
の
実
現
に

向
け
た
検
討
会
」
を
設
立
し
、

延
伸
す
る
交
通
シ
ス
テ
ム
、
沿

線
ま
ち
づ
く
り
、
事
業
採
算
性

な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

き
た
。

　

い
ず
み
野
線
延
伸
の
意
義
は
、

環
境
と
共
生
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
都
市
圏
の
実
現
及
び
公
共

交
通
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
で
あ
り
、
環
境
と
共

生
し
、
活
力
と
魅
力
の
あ
る
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献

す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

交
通
シ
ス
テ
ム
の
選
定
に
つ

い
て
は
、
整
備
効
果
、
導
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